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コンテンツ産業の成長を地方創生・地域経済の活性化につなげるためには、
「作品」「人材」「制作拠点」「環境」を地方に呼び込み、定着させるための支援が必要

調査結果から見えた課題認識

国内外大型作品の地方誘致・ロケ地プロモーションのインセンティブが不足
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制作拠点

海外作品の受入れに係る制度・手続き面のハードルが存在
課題

４

クリエイターや企業が活躍し続けるための人材育成・就業支援が必要

地方へのコンテンツ関連投資を呼び込む環境が十分でない

環境
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作品誘致・ロケ地プロモーション

製作費対象下限
の引き下げ

国内外への発信
機会が不足

地方への作品誘致
支援制度の創設

聖地巡礼等プロ
モーションの強化

地方のみの制作支援
は財政的限界がある

国補助金の対象下限
が高く、該当作品が

限定的

国内外大型作品の地方誘致・ロケ地プロモーションのインセンティブが不足
課題
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作品
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人材・就業支援

専門人材の育成
制度の整備

クリエイターの所得・
就業環境に課題

人材育成・キャリア
形成支援

所得・就業環境の
改善

クリエイターとして
学び・成長する機会

が不足

ロケ支援など専門
人材が不足

クリエイターや企業が活躍し続けるための人材育成・就業支援が必要
課題
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人材
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税制・財政支援

集積拠点の
整備支援

企業の地方集積が
不足

スタジオの地方立
地への財政的支援

企業誘致支援

先端・大規模スタジオ
が不足

企業やクリエイターが
活動する拠点が不足

地方へのコンテンツ関連投資を呼び込む環境が十分でない
課題
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制作拠点
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受入環境整備

国内外作品問わず受入体制が
整っていない

他国に並ぶ海外ロケクルーの入国・
在留手続き期間の設定

自治体・フィルムコミッションと
連携した受入体制強化

他国と比べ海外ロケクルーの入国・
在留手続きに時間がかかる

海外作品の受入に係る制度・手続き面のハードルが存在
課題
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環境
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